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2022年度 第３回理事会議事録

1. 日 時 2022 年 12 月 20日（火）１８時００分～ １９時１５分 

2. 場 所 JSOS３階 第３会議室  Web 会議 

3. 出席者 ＜理事・監事＞ 
出 席 
藤田直志(会長)、具志堅幸司(副会長)、竹内輝明(副会長)、長谷川洋子(副会長)、       
山本宜史(専務理事)、遠藤幸一(常務理事)、水鳥寿思(常務理事)、田中光(常務理
事)、竹村英明(常務理事)、後藤洋一(常務理事)、岩瀬史子(常務理事)、田野辺満
(常務理事)、曽我部美佳(常務理事)、萩原智子(理事)、加藤裕之(理事)、川人亜矢
子(理事)、八木タミー(理事)、田坂利明(理事)、橋爪みすず(理事)、 
髙橋史安(監事)、小河原慶太(監事) 

理事 19 名・監事 2名 
欠 席 
荒木達雄(副会長)、米田功(理事)、田中理恵(理事)、 

3 名 
＜関係者＞ 

    出 席 
守永直人(事務局長)、渡邉榮(アドバイザー)、野村直史(総務部長)、谷田信太朗(事務
局員)、伊藤直木(男子トランポリン強化本部長)、伊藤由美子(一般体操委員長)、野呂
克己(アクロ体操委員長) 

７名 

4. 議題
審議事項 1 組織体制変更について
審議事項 2 組織体制変更に伴う定款及び規約変更について
審議事項 3 次期役員候補者について
審議事項 4 ２０２２年度 （臨時）評議員会の開催について
審議事項 5 ジュニアナショナル強化本部員の追加
審議事項 6 第２回世界ジュニア日本代表決定競技会結果と派遣（国際派遣５大会含む）

審議事項 7 優秀審判員表彰の推薦について
審議事項 8 規程改定の件
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審議事項９  ウクライナ支援活動「ウクライナ新体操チーム」受入について 
審議事項 10  2023年 1月 29日開催 倒立大会に関する企画案の更新 

報告事項 1 第2回世界ジュニア体操選手権日本代表選手について
報告事項 2 2022 メモリアルアーサーガンダ― スイスカップについて
報告事項 3   第36回世界選手権大会 結果報告
報告事項 4 第29回世界年齢別大会 結果報告
報告事項 5 2022 年優秀選手・指導者  
報告事項 6   第76回全日本団体選手権  関連報告 
報告事項 7   第51回世界体操選手権に関して SNS展開報告
報告事項 8   第51回世界体操選手権に関して 広報活動に関するアンケート
報告事項 9   （公財）日本体操協会公認 「高齢者体操指導員資格」養成講習
報告事項 10  （公財）日本体操協会公認 一般体操指導員養成講習会
報告事項 11  2022日本体操祭 秋季大会
報告事項 12  2022年度 会議・表彰等のイベント開催日程について

資料報告   10 件  
当日審議事項 2 件 

5. 藤田会長ご挨拶 
皆様、こんにちは。本日は、第３回理事会にご出席頂き、有難うございます。 
各競技の国内選手権・世界選手権も終わり体操ニッポンの選手たちも大いに頑張ってくれました。 
東京で初めて開催されたパルクールでもメダル獲得し、リバプール、ソフィアでも多くのメダルを獲得。 
この結果はこのコロナ禍で安心・安全の環境を作り、しっかり指導された関係者の皆様、サポートいただ
いた皆様の結果だと思いますし、尽力された皆様に心から敬意を表したいと思います。 
パリオリンピックに向けての貴重な 1年でしたが良いスタートが切れたと思います。 

     男子体操は早くも出場権を獲得することもできました。 
     オリンピックの全種目で出場権が獲得できるよう、全力でバックアップを行い、ぜひ皆さんにも協力いただ

き力を合わせて進んでまいりたいと思います。 
今回の理事会は、2023年の新しい体制、新しい役員候補者を皆様と活発な議論を行いながら協会
を前進させていければと思います。 
リモートでの開催となりますが、何卒、議事進行にご協力をお願い致します。

6. 議長選出  
定款 38条第２項の定めにより、議長は、藤田直志会長が議長に選出された。 

7. 定足数確認  
出席数は現在お二人が遅れておりますが遅れてるお二人を入れて 19 名で、抜いても 17 名で開催の
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定足数である過半数を超えていますので本会議は合法的に成立することをご報告申し上げます。  
その他の会議参加者として、髙橋監事、小河原監事、トランポリン男子の伊藤直木強化本部長、 
一般体操の伊藤由美子委員長、アクロ体操委員長の野呂克己委員長がご出席、オブザーバーとして
事務局から守永事務局長と渡邉アドバイザー、野村総務部長、谷田信太朗が参加いたします。 

8. 議事録署名人 
本理事会の議事録につきまして議長の私と、後藤洋一常務理事、加藤裕之理事にお願いしたいと存
じますが、承認いただけますでしょうか。 
《挙手なし＝異議なし》 
なお高橋監事、小河原監事には署名いただくことになっております。 

9. 議事 

審議事項 1 組織体制変更について
／発表 山本専務理事

新組織の概要 
• 理事会  協会運営のチェック機能 
• 業務執行役会議  協会運営の執行を決定し、各業務執行役が責任を持って実行 
•  強化本部、委員会 現場での実施機能 
• 事務局  強化本部、各委員会の実行をサポート  協会の運営の中心 

審議事項2 組織体制変更に伴う定款及び規約変更について
／発表 遠藤総務委員長 

１． 定款変更について  
２． 業務執行役と業務執行役会議について

審議事項 3  次期役員候補者について
／発表 山本専務理事 

役員数の削減については、定款の変更では、役員数の上限を 15 名までとしておりますが、上限まで選
任しなかった理由としては、各団体からの代表という考えからの脱却、協会の活動を監督する少数精鋭
体制に移行し迅速な対応ができるため今回 12名の役員候補者とした。 

スポーツ団体ガバナンスコード遵守における外部役員の登用、女性役員登用を考慮し幅広い知
見の方々を役員に招き、新しい体制で取り組んでいくものとしている。 
＜新規外部理事候補者の推薦理由＞ 
西村賢二氏   
2021 年まで日本オリンピック委員会の選手強化部長、国際部部長等歴任 
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佐々木庸子氏  
音感教育の専門家で、NHKの東京放送児童合唱団、チェコ大使館のチェコ音楽コンクール指導 
中村真理氏  
日本ホッケー協会の理事も務められたこともあり、自らも代表選手として活躍 

2023/1/9 まで情報公開を控えてほしい。 

藤田   昨年会長に就任し、1 年後には現理事の 9名の方が退任の対象になっている。 
体操の知識はありませんが、今までの企業経営の観点から新しい組織については 
評議委員会は株主総会、理事会は取締役会の様な機能で執行体制のバランスを見る組織を
設置。この機能にふさわしい候補者を選定させていただいた。 

審議事項１，２，３は、異議なしで承認された。 

審議事項4  2022年度 （臨時）評議員会の開催について
／発表 山本専務理事 

      日  時  ２０２３年１月９日（月祝）１４:００～１５:３０終了予定 
      場  所  会場参加またはリモート参加によるハイブリッド形式 
      議  題  ①2023-2024 年 新組織体制変更について 
              ②新組織に対する定款改定について 
                  ③新役員候補者について 
                  ④その他 

審議事項４は、異議なしで承認された。 

審議事項5 ジュニアナショナル強化本部員の追加
／発表 田中強化本部長 

＜追加理由＞ 
今後の強化で必要なため、本部員を 3名追加したい 
追加本部員 田野辺 満（鯖江体操スクール） 
追加本部員 岡﨑 美穂（レジックスポーツ） 
追加本部員 米田 真美（米田功体操クラブ） 

審議事項6 第 2回世界ジュニア日本代表決定競技会結果と派遣（国際派遣５大会含む）
／発表 田中強化本部長 

① 第 2回世界ジュニア日本代表決定競技会結果と派遣 
② WC種目別ドイツ/コトブス派遣 
③ カナダ国際ジュニア・シニア派遣 
④ WC種目別カタール/ドーハ派遣 
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⑤ WC種目別アゼルバイジャン/バクー派遣 
⑥ DTB チーム ドイツ/シュツッツガルト派遣 

審議事項５、6 は、原案通り全会一致で承認・可決された。 

審議事項7 優秀審判員表彰の推薦について
／発表 後藤審判委員長 

選考基準１に則り、世界体操リバプール大会でメダルを獲得した体操女子から審判部員を推薦 
体操男子、新体操、トランポリンでは該当者なし 

体操女子 白川 千尋 本部員  2022 世界体操に審判員として参加、金メダル獲得に貢献 

審議事項 7 は承認・可決された。 

審議事項8 規程改定の件
／発表 遠藤総務委員長 

      ＜改定理由＞ 
      協会三賞（栄光賞）と報奨金に関しては、実態に合わせ、その対象を「オリンピック競技種別」

限定とするため 
                ※黄色部分追記 
      表彰規程 
      第 4 条 栄光賞は、オリンピック競技種別におけるオリンピック大会、・・・ 
      競技者規程細則 
      第 5 条 オリンピック競技種別において、国際競技会、・・・ 

審議事項８は承認・可決された。 

   審議事項９  ウクライナ支援活動「ウクライナ新体操チーム」受入について 
／発表 守永事務局長 

      現在ウクライナでは、ロシアからの侵攻により被害を受けており、ウクライナ国内では燃料不足、大
規模な電力不足、停電が起こり、厳しい寒さに襲われるウクライナの暖房設備に多大な影響が出
ており、ウクライナ体操協会より、寒さのため練習環境が劣悪となってしまった新体操チームの冬季
の避難合宿の受入要望が参りました。 

      【時期】 2023 年 1 月 17 日～2月 15 日にて調整中 
【対象】 ウクライナ新体操ナショナルチーム 30 名ほど 
【合宿開催地】 群馬県高崎市「高崎アリーナ」他 
【予算収入】  \8,900,000- 

      【予算支出】  \8,900,000- 
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      ＊日本滞在経費は群馬県高崎市が負担申出いただいている。 

審議事項９号議案は承認・可決された。 

審議事項10 2023 年 1月 29 日開催 倒立大会に関する企画案の更新 
                                           ／発表 野呂アクロ体操委員長 

 10 月 7日理事会にて報告いただきました企画から、以下更新 
   時間 10:00 開会、14:10 閉会で時間確定 
 エキシビション アクロ体操 2回（①10:20～10:30、②13:00～13:10） 

            トランポリン 2 回（①11:10～11:20、②13:10～13:20） 
   主催・共催 主催＝日本体操協会、共催＝川崎市体操協会、川崎市スポーツ協会、NEC 
各種目運営 統括管理＝日本体操協会
         アクロ体操＝アクロ体操委員会 
         トランポリン＝日本体操協会事務局（スタッフ 1名と学生 3名） 
         ボッチャ＝NEC ボッチャチーム 

    この審議に対して承認・可決された。 

審議事項 ＜追加＞ 倫理規程５条（２）登録抹消 ２事案
／発表 具志堅コンプライアンス委員長 

事案１ 大阪金蘭会高校・桂元顧問によるハラスメント行為 
事案２ 大阪 REX スポーツクラブ指導者によるハラスメント行為および理事長の監督責任 

12/01(木）コンプライアンス委員会に於いて両事案共に当協会倫理規程５条（２）  
登録抹消と判断。 
12/12(月)懲戒委員会に於いてコンプライアンス委員会審議結果を承認。 

〇事案１
遠藤    登録抹消は期限付きなのか 
具志堅  今までは大阪体操協会から申請があった場合、日本体操協会が審議するが 
       この段階では無い。無期限。 
〇事案２ 
遠藤    こちらも登録抹消は無期限ですか 
具志堅  同じです。考え方は全て同じです。 

       この審議は承認・可決された。 

審議事項 ＜追加＞ 2023 国際競技会代表選考方法について
／発表  曽我部常務理事 

    喜田純鈴の引退に伴い、強化選手Bである山田愛乃、並びに喜田未来乃をターゲット選手とし、世
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界基準で強化することが急務であることから、以下の選考方法に変更する。 

     ユニバーシティゲームズ対象者の引退に伴い、次点の小西野乃花（国士舘大学）を推薦する。 

この審議は承認・可決された。 

藤田  予定していた審議事項は全て終了いたしましたが、皆さんから他に提案事項あれば伺います。 
     八木さんどうぞ。 

八木  エアロビックを担当していますが、先ほどの頑張って金メダル取ってもオリンピック種目のみというのもわ
かるのですが、国際体操連盟及びアジア体操連合でもアクロもエアロビックもパルクールも入っている
のでもしなんだかの形で小さな形でも栄誉を讃えてあげらるような何かがあれば選手たちのモチベー
ションも上がるのかと思いますので、今後の課題としてご検討いただければと思います。 

遠藤  現状では年間の優秀選手という形で毎回表彰させていただいていますので、一旦そちらで対応させ
ていただければと思います。 

野呂  予算のところで今回、挙げたつもりだったが上がってなかったので、どうしたらよいか。 

山本   一旦こちらで預かっていますが、来年度の予算の提出も求められると思いますが、その中で検討さ
せていただこうと持っていますので、忘れているわけではありません。 

野呂  わかりました。 

報告事項1 第 2回世界ジュニア体操選手権日本代表選手について 
／発表 水鳥強化本部長

     12 月 9 日に行われました第 2回世界ジュニア体操選手権日本代表決定競技会において下記の
通り日本代表選手を選考いたしました。 

      ＜代表選手＞ 
     谷田 雅治 作新学院高等学校 
     角皆 友晴 市立船橋高等学校 
     神山 遥人 仙台大附属明成高等学校 
     ＜帯同補欠＞ 
     野田 漣音 鯖江高等学校 
     ＜国内補欠＞ 
     金田 晟斗 市立船橋高等学校 
     福林 玄輝 清風高等学校 

報告事項2 2022 メモリアルアーサーガンダ― スイスカップについて
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／発表 水鳥強化本部長 
2022 メモリアルアーサーガンダ― スイスカップ 

  ・出場選手 萱和磨（セントラルスポーツ）   
・スイスカップ結果 男女混合 5位 

報告事項3 第 36回世界選手権大会 結果報告 
／発表 伊藤強化本部長 

女子は個人で金、シンクロナイズドで金、団体で銅の３種目メダルを獲得し、素晴らしい成績を収め
ることができました。男子は個人で銅メダルを獲得することができました。ご支援頂き誠にありがとうござ
いました。 

報告事項4 第 29回世界年齢別大会 結果報告 
／発表 伊藤強化本部長  

  今回、出場の２０部門中において、金５、銀４、銅５のメダル獲得合計は１４でした。 
金メダル獲得数とメダル獲得数では、イギリスと並び出場国全体で１位という素晴らしい成績を収めること
ができました。 

報告事項5 2022 年優秀選手・指導者  
／発表 遠藤総務委員会 

 表彰式は 2023 年３月６日(月) 
 指導者というよりはトレーニングトレーナーという方もいますが、決定いたしました。 

報告事項6   第 76回全日本団体選手権  関連報告 
報告事項 7   第 51回世界体操選手権に関して SNS展開報告
報告事項8   第 51回世界体操選手権に関して 広報活動に関するアンケート 

        ／発表 岩瀬広報委員長
① プログラム作成  事業本部とともに、新しい展開を進めながらプログラム作成を行いました。 

       今回、プログラム作成の一端として、学生の方に、取材、記事作成をお願いたしました。体操ファン 
を増やしていくための活動の一端として、今後も行っていきたいと思います。 

  ②ライブ配信に関して  今大会は、地上波放映が無かったため、 マーケティング部と協力し
「SPORTSBULL」による番組制作を実施してもらい、無料 YouTube 配信を行いました。 

 Facebook 及び Instagram インサイト 
大会時の投稿により、通常時に比べると軒並み 200％ ～ 300％ のリーチ及びアクセス数を記録。
また、Instagram においてすでに 2 万近くのフォロワーがあるアカウントにおいて、期間中のみで 
1000 近くの新規フォロワーを獲得できたことは非常に大きな成果と言える。 
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報告事項9   （公財）日本体操協会公認 「高齢者体操指導員資格」養成講習 
／発表 伊藤一般体操委員長 

＜ねらい＞ 
健康づくりを支援するための体操指導員を養成するもの 
受講者数   69 名（内 1名は、資格不要のため受講のみ） 
合格者数（レポート審査）  68 名 

【今後の展開】 現在、第 2回目を開催中（受講者数 43 名）。2023 年 3月に第 3回目を開催予定 

報告事項10  （公財）日本体操協会公認 一般体操指導員養成講習会 
／発表 伊藤一般体操委員長 

＜ねらい＞ 
学校体育や社会体育の現場等において子どもから高齢者までを対象に体操の基礎的実技指導  
にあたる指導者を養成するもの 
受講者数   21 名 
合格者数   21 名 

報告事項11  2022日本体操祭 秋季大会
／発表 伊藤一般体操委員長 

   参加チーム数および参加者数 
  ［会場発表部門］ 60 チーム 1,849 名 
  ［動画発表部門］ 14 チーム   252 名＋海外ゲスト 4 チーム  

東ティモール(2)、デンマーク(1)、ネパール(1) 
   【合計】        74 チーム 2,101 名  
   【チケット売上】   1,672枚 2,219,600 円 

報告事項12  2022年度 会議・表彰等のイベント開催日程について
／発表 守永事務局長

新春記者懇親会 
   日時 ２０２３年 １月２０日（金）１７ ００～
   場所 Japan Sport Olympic Square３階 スポーツマンクラブ 

２０２２年度 協会三賞 表彰式 
   日時 ２０２３年 ２月 ５日（日）１４ ４５～
   場所 ＪＰタワー ホール＆カンファレンス 4 階「ホール１・２」 
   ＊同会場にて１０ ００～１４ ３０まで全国代表者連絡会議を実施予定 

優秀選手・指導者賞等 表彰式 
   日時 ２０２３年 ３月 ６日（月）１７ ００～
   場所 未定（調整中） 
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文書報告１ 第２回世界ジュニア体操競技選手権 FIG 指名審判の派遣 について 
         書面決議（持ち回り）で承認 11 月 28日付 

第 2回世界ジュニア体操選手権におきまして下記の通り FIG より審判指名がありました 
大  会 第 2 回世界ジュニア体操競技選手権 
開 催 地 アンタヤ（トルコ） 
期  日 2023 年 3月 29 日（水）-4月 2日（日） 
指名内容 平均台Ｄ２審判 
指名審判 大森 智子（オオモリトモコ）FIG Cat.1 

文書報告２ 2022 年優秀選手選考追加について
書面決議（持ち回り）で承認 11 月 28日付

＜優秀選手＞ 
■宇山芽紅（世界選手権 団体銅，シンクロ金） 
■桐生莉沙（世界選手権 団体銅）
■森ひかる（世界選手権 団体銅，シンクロ金，個人金） 
■太村成見（世界選手権 団体銅）
■石川和（世界選手権 個人銅）
＜優秀選手-新人＞ 
■田中沙季（世界ジュニア選手権 個人金，シンクロ金） 

文書報告３ ソフィア世界選手権におけるメダリストに対する報奨金
書面決議（持ち回り）で承認 11 月 28日付
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文書報告４ U １５ジュニアナショナル強化選手の選出
書面決議（持ち回り）で承認 11 月 28日付

文書報告５ 第15期 FIG International judges Course 受講者の推薦
書面決議（持ち回り）で承認 12 月 2日付            /後藤審判委員長

文書報告６ ２０２２年度 協会三賞表彰候補者(追加）の件
書面決議（持ち回り）で承認 12 月 2日付

協会三賞表彰候補者の栄光賞について追加 2名の提案 
推薦理由 
■桐生莉沙（世界選手権 団体銅）
■石川和（世界選手権 個人銅）

文書報告７ 男子新体操全国オンライン競技会２０２２（演技会）について 
書面決議（持ち回り）で承認 12 月 2日付 
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文書報告8-1 ２０２２年度 体操競技／東西ブロック指導者・選手講習会の開催（案） 
専務理事決済 12/13 

令和 5年 2月 25日（土）13:30～18:00～2月 26 日（日）9:00～16:00 
［東ブロック］東京都／日本大学・文理学部キャンパス（世田谷区桜上水） 
令和 5年 2月 11日（土）13:30～18:00～2月 12 日（日）9:00～16:00 
［西ブロック］大阪府／大阪体育大学・第３体育館（泉南郡熊取町） 

文書報告９ ２０２２年度 新体操／東日本及び西日本指導者研修会の開催（案） 
         専務理事決済 12/13 
令和 5年 1月 21日（土）13:00～19:00～1月 22 日（日）9:30～13:30 
［東日本］北海道／カミニシヴィレッジ（札幌市厚別区） 
令和 5年 2月 18日（土）13:00～19:00～2月 19 日（日）9:30～13:30 
［西日本］長野県／松本市総合体育館松本市美須々） 

文書報告10 合宿日程の追加（2023 年 1月） 
専務理事決済12/16                         /田中強化本部長 

ナショナル強化合宿→1月 22日（日）を追加（鯖江にて開催予定） 
※もともと 2023 年 1月 23日（月）～1月 26日（木） 
→2023年 1 月 22 日（日）～25日（水）に変更 

ジュニアナショナル強化合宿を追加（鯖江にて開催予定） 
※2023年 1 月 25 日（水）～28日（土）を追加 

議長 以上で、予定している口頭での報告事項はすべて終了致しました。 
その他は資料報告となりますので、お配りした資料をご確認ください。 
皆さんから、その他になにかありますか 
あれば挙手をおねがいします。 

議長 これをもちまして、2022 年度 第３回理事会を終了致します。 
長時間に亘り、ご審議いただきまして誠に有難うございました。 

  以上、議長は、すべての議案の終了を確認し、19 時 15分に閉会を宣言した。 
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2022 年 12 月 20 日   
議   長   藤 田  直 志 

議事録署名人  後 藤  洋 一 

加 藤  裕 之 

出 席 監 事  髙 橋  史 安 

小河原  慶 太 


